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至誠中学校区 校番 33 福山市立至誠中学校 
   

 最終更新日 202５年（令和７年）１０月１日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し，日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学

びを実現している。 

児童生徒の現状 

・確かな学力の定着や学習習慣の確

立及び基礎体力に課題がある。 

・積極的に挨拶をすることができ規

範意識が高いが、自己肯定感が低

い児童・生徒もいる。 

・自分で考えて行動することが苦手

である。 

 

育成する力 

資質・能力 
主体的に学び合う力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
自ら課題を発見し、自分で考え、協働して解決することができる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

〇授業づくり 

単元で『身につけるスキル』を明確にした授業を通して、主体的・対話的で深い

学びの実現を目指す。 

 

現 状 

＜生徒＞ 

純朴で素直であるが、自分で考え、判断し、行動することが苦手

で、指示待ちになることが多い。また、自己肯定感が低く、粘り強

く取り組むことに課題がある。 

＜授業＞ 

教師主導型の授業から学習者基点の授業への転換を進めている

ものの、知識・技能の習得に重点がおかれた授業も多く、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進める必要がある。ま

た、主体的に学びに向かうためのルールやマナーとしての学習規律

についての指導を進める必要がある。 

 

育成する力 

資質・能力 
知識・技能を土台とする「主体性」「問題解決力」「協働力」 

めざす 

子ども像 

１年 

・各教科の基礎的・基本的な知識・技能を身に付けている。 

・知識・経験から課題を発見し、解決策を提案し実践することができる。 

・課題を解決するために収集した情報を比較・分類・整理し、方法を工夫しまとめ、発信することができる。 

・自らの考えを持ち、他者とのかかわりの中で自らの意見を深めることができる。 

・自分に自信を持ち、目の前の課題を自分のこととして捉え、取り組むことができる。 

２年 

・基礎的・基本的な知識・技能をもとに、自分の考えをまとめ、表現する力を身に付けることができる。 

・知識・経験・日常生活から課題を発見し、主体的・計画的に解決のための活動に取組むことができる。 

・課題解決のため計画的に収集した情報を分析・評価し、相手・目的に応じてまとめ方を工夫し、わかりやす

く発信することができる。 

・他者の意見を肯定的にとらえ、協働して互いの考えを生かし、発展的に物事を考えることができる。 

・課題に直面しても自らの責任を果たす努力をし、課題解決のために他者と協力して行動できる。 

３年 

・基礎的・基本的な知識・技能をもとに、向上心をもって他者との交流の中で、自分の考えを深めたり、論理

的に表現したりする力を身に付け、地域や自分の将来に活用していくことができる。 

・知識・経験・社会状況を関連付けて課題を発見し、協働的・計画的に取り組み、解決の過程や結果を評価す

ることができる。 

・課題解決のために多角的に収集した情報を分析・評価し、簡潔で説得力のある内容にまとめ、効果的な方法

を工夫して発信することができる。 

・集団や他者との中で、折り合いをつけながら互いに良い部分を引き出しながら、建設的な関係を作ること 

ができる。 

・課題に向き合うことで自らの責任を果たし、他者と協働して、問題解決し、その結果に責任を持つことがで

きる。 
   

研究 

テーマ 
情報を整理・分析し、自分の考えを自分の言葉で語れる生徒の育成 

～「聴き取り」、「読み取り」、「説明する」授業を通して～ 

内容等 
単元で『身につけるスキル』を明確にし、主体的・対話的で深い学びができる授業を

創造し、実践する。 

めざす授業の姿 

単元で『身につける資質・能力』を明確にした授業 

自律的・協働的に学びに取り組む授業 

基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題解決をする授業 

 

ミッション 

地域に信頼され、地域が誇る学校 

 
学校教育目標 

自立的に生き、未来を拓く生徒の育成 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・義務教育終了段階の子供の姿を共

有し、教育活動の充実を図る。 

・小規模校の特色を生かした教育活

動を推進する。 

・一人一人の個性を尊重し、多様性

社会の担い手の育成に向けた取組

を推進する。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営
目標 

目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総
合 
評
価 

改善方策 

２ 基礎的・基本 
的な知識・技 
能の定着と思 
考力・判断力・ 
表現力の育成 

★ 一
部
新
規 

基礎・基
本 の 定
着 

・各単元で身に付け
させたい基礎的な知
識・技能を明確にし、
生徒に提示する。 
 
・単元末におけるま
とめテストと小テス
トのさらなる充実を
図る。 

・全国学力・学習状
況調査において、本
校の県平均の通過率
以上の生徒の割合を
昨年度以上 
 
・福山市学力定着状
況調査における達成
率を4月から1月に
かけて向上させる。 
 
 
 
 
 
 
・単元末テストまた
は内容確認テストに
おける定着率80％
以上の生徒を70％
以上 

・全国学力・学習状況調
査の結果が、昨年度に比
べて以下のように向上
した。 
国語57.7%→59.0% 
数学50.0%→59.0% 
・福山市学力定着状況
調査において、4月の結
果の平均正答率（全国平
均）は以下の通りであっ
た。 

1年  2年 
国語 61.5   53.0 
  （64.5）（65.0） 
数学 61.1   48.9 
   （66.8）（53.6） 
・単元末テスト定着率
80％以上の生徒 
 １年  ２年  ３年 
国72.2 42.3 63.6 
数61.3 66.6 43.4 

３ ２ 

・基礎的な学力の
定着のために、前
時の復習や様々な
問題に触れさせる
など反復して取り
組ませる。 
・活用する力の向
上のために、自分
の考えを根拠をも
って表現する場を
設ける。 
・単元の中で、振
り返りの時間を設
定し、これまでの
学びを自分の言葉
で表現させること
で、知識・技能の定
着と活用力の向上
を図る。 
 

 

   

 

 継
続 

主 体 的
な 学 び
の促進 

・単元で身に付けた
スキルを活かすこと
ができ、身のまわり
の生活と関連した題
材を取り上げた課題
解決型の授業を実施
する。 
・定期試験（まとめテ
スト等）の際に生徒
個々に学習計画表を
作成させ、試験後に
その取組を振り返ら
せる。 
・自主ノートの取組
を継続するととも
に、模範となるノー
トを示し、学習方法
を紹介する。 

・「授業では、解決し
ようとする課題に
ついて、解決方法の
見通しを持ててい
る」の肯定的評価を
90％以上 
 
・「学習の振り返りを
もとに、学習の取り
組み方を改善する
ことができた」の肯
定的評価を85％以
上 
・「自分の学習の役に
立つ自主学習ノー
トの取組ができて
いる。」の肯定的評
価を75％以上 
 

・「授業では、解決しよ
うとする課題につい
て、解決方法の見通し
を持てている」の肯定
的評価が92.3%であ
った。 
 
・「学習の振り返りを
もとに、学習の取り組
み方を改善すること
ができた」の肯定的評
価が78.5％であっ
た。 
・「自分の学習の役に
立つ自主学習ノート
の取組ができてい
る。」の肯定的評価が
78.5％であった。 

３ ３ 

・課題解決のスキ
ルを身に付けるた
めに、課題を解決
するためのプロセ
スを、示したり考
えさせたりする場
面を単元の中に設
定する。 
・テスト勉強計画
表に、前回までの
学習の取組状況を
記入する欄を設
け、これまでの取
組を踏まえたうえ
で、目標や学習計
画を立てられるよ
うにする。 
・学習の質を高め
るために、生徒同
士のノートの交流
や、模範となるノ
ートを掲示し、意
識の向上を図ると
ともに、家庭との
連携を図る。 

 

   

 

  

福山市立至誠中学校 
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２ 豊かな心と社
会性の育成 

★ 継
続 

SDG ｓ
学 習 を
土 台 と
し た ふ
る さ と
学習 

・1学年「菖蒲の継
承」、2学年「職場体
験活動と修学旅行」、
３学年「生徒自身が
企画立案して行う地
域貢献活動」を総合
的な学習の時間の基
本的な学びのスタイ
ルと位置づける。 

・「住んでいる地域
に愛着を持ってい
る」の肯定的評価
を90％以上 
・「今住んでいる地
域の行事に参加し
ています」の肯定
的評価を75％以
上 
 

・「住んでいる地域に
愛着を持っている」の
肯定的評価が87.7％
であった。 
・「今住んでいる地域
の行事に参加してい
ます」の肯定的評価が
83.1%であった。 

３ ３ 

・地域のボランテ
ィアだけでなく、
校内での奉仕活動
を積極的に仕組
み、その行動を認
めるプロセスを踏
んでいく中で、奉
仕の心を育ててい
き、地域へと広げ
ていく。 
・総合的な学習の
時間において「地
域貢献」をテーマ
とし、地域の様々
な方々と様々な視
点から関わる活動
を行い、地域の良
さや魅力に気づか
せ、愛着を持てる
ようにしていく。 

 

   

 

 継
続 

生 徒 の
自主的、
実 践 的
な 態 度
を 育 成
す る 教
育 活 動
の充実 

・自治的な活動を充
実させ、自主性と社
会性を養う。 

・「学校行事では、
自分の役割を自覚
し、主体的に行動
しています」の肯
定的評価を 95%
以上 
 
 
 
・「学級生活をより
よくするために、
学級活動で話し合
い、互いの意見の
よさを生かして解
決方法を決めてい
ます」の肯定的評
価を90%以上 

・「学校行事では、自分
の役割を自覚し、主体
的に行動しています」
の 肯 定 的 評 価 が
89.2%であった。 
 
 
 
 
・「学級生活をよりよ
くするために、学級活
動で話し合い、互いの
意見のよさを生かし
て解決方法を決めて
います」の肯定的評価
が80.0%であった。 

２ ２ 

・係の仕事やリー
ダーとしての役割
を生徒に任せ、事
前の打ち合わせを
充分にすること
で、状況に応じて
自分で考えて行動
できるようにす
る。 
・学級活動で、班
で１日の振り返り
を考えさせ、それ
を基に次の日の目
標を考えさせてい
く。 
 
 

 

   

 

・行事やボランティ
ア活動等を通して自
己有用感を醸成す
る。 

・「自分には良いと
ころがある」の肯
定的評価を 80%
以上 
 
・「自分の良いとこ
ろを行事やボラン
ティアなどで発揮
できている」の肯
定的評価を 75%
以上 

・「自分には良いとこ
ろがある」の肯定的評
価が73.8%であっ
た。 
 
・「自分の良いところ
を行事やボランティ
アなどで発揮できて
いる」の肯定的評価が
73.8％であった。 

２ ２ 

・ボランティア活
動や行事のリーダ
ーなどで、生徒が
活躍できる機会を
増やしていく。 
・行事やボランテ
ィア活動での生徒
の取組を、全校集
会や委員会活動を
通して学校全体で
共有し、価値付け
をする。 
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２ 子どもの学び
を支える教育
環境の整備 

 継
続 

保護者・
地 域 と
の 連 携
及 び 情
報発信 

・学校だより、学級だ
より、ＨＰ等による
情報発信を行う。 
・ＰＴＡ本部役員を
中心として、随時Ｐ
ＴＡ活動の見直しと
充実を図る。 

・「メール配信や
HP 等の充実によ
り学校の情報は適
切に発信されてい
る」の肯定的評価
を85％以上 
・「学校は、生徒・
保護者・地域と連
携し教育活動が行
われている」の肯
定的評価を 85％
以上 

・「メール配信やHP
等の充実により学校
の情報は適切に発信
されている」の肯定
的評価が92.8% 
 
・「学校は、生徒・保
護者・地域と連携し
教育活動が行われて
いる」の肯定的評価
が98.5% 

３ ４ 

・メール配信に
ついては引き続
き迅速に行う。Ｈ
Ｐについては、月
１回以上の更新
を行う。 
・ＰＴＡ本部役
員を中心にした
ＰＴＡ活動を今
後も充実させて
いく。 

 

   

 

★ 新
規 

充 実 感
を 得 ら
れ る 働
き や す
い職場 

・業務の見える化を
行い、見通しをもっ
て意図的、計画的に
教育活動を推進す
る。 

・業務に係る教職
員アンケート肯定
的評価90％以上 

・「仕事にやりがい
を感じている」の肯
定的評価が 71.4% ２ ２ 

・今後も意図的、
計画的に教育活
動を推進し、よ
り充実感を得ら
れる職場にす
る。 

 

   

 

 

 
 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


